

























う雰囲気があった。だが、 そんななかにあって少年期の赤松は 「腕白の仕放題をやり通す」奔放な生活を送っていた。そして、彼は名家の出であるという「門地的境遇」へのプライドと「秀才としての自意識」を併せもった 頗る意気の驕った少年」で
た
*2。














































には祖父連城と祖母千代野が居住して たものの、訪れることはめったになかった。そもそも彼はそ まで祖父母 生活をともにしたことはなく、会うこと 稀であった。特に連城が「家族的親しみを与へる性格ではなかつた
*11」こともあり、祖父母の家に身を




てほどなく 弁論部 政治熱を沸騰させる政治状況 現出する。
すなわち、一九一二（大正元）年の末から翌年の初頭にかけて展開された第一次憲政擁護運動の発生である。時代はまさに民衆が政治の表舞台に登場せんとする時節を迎えていたのである。　
運動の発端は、周知のように陸軍二個師団増設問題であった。






き進むといった政治情勢は、赤松が属する弁論部の部員たちを奮い立たせずにはおかなかった。彼は当時 様子につ て「さうした時代の空気は敏感な学生にも反映して学生 雄弁熱を刺戟」することになった
*13と振り返り、 「我々青年は凡て自由主義の味方
*14」と
して憲政擁護運動に共鳴していったと述べている。また『第三高等学校弁論部部史』 （以下 『部史』 略す） も記す。政変前後の かゝる政治季節の最中 催されたる演説会が国家、政治、輿論にその言論の対象を得たるは蓋し当然のことであつ 。我々は 一月二日の悠緊会大会（当時の弁論部二年生が運営―福島） 、二月十六日の演説部大 （三高 五名をはじめ京都帝国大学、同志社大学、佛教大学、大阪高等商業学校、八高を含む計一二名の弁士が登壇―福島）にそ 実際を見るのであつて、時恰かも言論高調のとき何れも非常なる盛況を以て開かれ ゐ
*15」と。だが政変後、政友
会と山本権兵衛（薩摩閥）との妥協により二月一三日 第一次山本内閣が成立、政党と藩閥の提携というスタイルが復活する。これに憤慨した弁論部縦横会（当時の三年生が組織。麻生久、棚橋小虎、山名義鶴、岸井寿郎 ど後に労働運動の指導者となる逸材が属していた）の有志らは 憲政擁護運動 継続を訴えるべく、運動の指導者である犬養（国民党） 、尾崎（政友会脱党後、政友俱
楽部を経て中正会を組織） 、岡崎邦輔（政友会）の三名に護憲



































































































少 ・ 青年期における社会問題に対する赤松の関心については、 ジョージ ・









後赤松への追悼文のなかで赤松退学の経緯に触れているが、 そこでは「前校長の死後、新校長が赴任したが、統率 才なく、校規は紊れ、下士官あがりの体操教師が、生徒 お目付役となり、情実が全校を支配した。これに憤激した赤松君は、教師排斥の急先鋒となつた 、とうとう学校当局の忌違
（ママ）
に触れ、 自発的に退校することを余儀なくされた」 （荘原達「わ



























ちなみに、出生から中学時代は「華想歓楽期（明治二十七年ヨリ大正元年夏マデ） 」 、 三高一年は「頽廃荒寥期（大正元年秋ヨリ大正二年夏マデ） 」 、三高三年は「努力的華想期（三年秋ヨリ） 」と特徴づけられている。
　　
なお、 『赤松克麿関係資料』は赤松の自筆ノート二六冊および原稿八本
その他からなり、 日記類」 「ノート類」 「原稿類」に分類されている。*21　
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